
全世代型防災教育により
地域の防災力を高める
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愛
媛
県
松
山
市
に
あ
る「
松
山
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
セ
ン
タ
ー
」（
以

下
、
セ
ン
タ
ー
）は
、
愛
媛
大
学
と
松
山
市
が
連
携
し
て
、
全
世
代
型
防

災
教
育
を
推
進
す
る
た
め
に
令
和
元
年
に
発
足
。
松
山
市
内
の
全
市
民

を
対
象
に
、
小
学
生
の
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
世
代
や
属
性
に
応

じ
た
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
お
り
、
今
回
、
そ
の

一
環
と
し
て
10
月
20
日
に
松
山
市
北
条
地
区
で
開
催
さ
れ
た「
防
災
ま
ち

歩
き�

in�

北
条
」を
取
材
し
た
。

　
「
防
災
ま
ち
歩
き�

in�

北
条
」は
、
防
災
の
視
点
で
実
際
に
地
域
を
歩

い
て
み
て
、
危
険
箇
所
や
安
全
な
場
所
、
防
災
設
備
な
ど
を
記
録
し
、

メ
ン
バ
ー
で
意
見
を
出
し
合
い
防
災
マ
ッ
プ
に
ま
と
め
上
げ
、
安
心
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
取
り
組
み
。
参
加
者
は
小
中
高
生

を
対
象
と
し
た
ジ
ュ
ニ
ア
防
災
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
に
登
録
す
る
子
ど
も

た
ち
。
ま
た
、
防
災
士
の
資
格
を
持
つ
防
災
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
の
大
学

生
や
、
北
条
地
区
の
自
主
防
災
組
織
、
消
防
団
員
、
防
災
士
や
松
山
市

役
所
市
民
防
災
安
全
課
の
職
員
な
ど
も
一
緒
に
地
域
を
歩
き
、
子
ど
も

た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
冒
頭
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
３

地
区
５
班
に
分
か
れ
て
出
発
す
る
。

　
河
野
地
区
を
担
当
す
る
班
で
は
、
た
め
池
、
小
学
校
、
集
会
所
、
消

防
ポ
ン
プ
蔵
置
所
な
ど
を
訪
れ
た
。
農
業
用
た
め
池
で
は
、
満
水
時
の

排
水
設
備
を
確
認
す
る
一
方
、
柵
が
な
い
こ
と
の
危
険
に
気
づ
い
て
メ

モ
を
取
る
子
も
い
た
。
続
い
て
訪
れ
た
小
学
校
で
は
、
応
急
給
水
拠
点

や
資
材
倉
庫
な
ど
の
備
え
を
確
認
。
最
後
に
訪
れ
た
消
防
ポ
ン
プ
蔵
置

所
で
は
、
消
防
団
の
方
の
手
ほ
ど
き
で
無
線
機
の
交
信
テ
ス
ト
や
、
防

火
服
を
着
用
し
消
防
ホ
ー
ス
を
手
に
と
り
放
水
態
勢
を
と
る
な
ど
、
初

め
て
の
経
験
に
嬉
し
そ
う
な
様
子
だ
。

　
午
後
は
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
に
取
り
掛
か
る
。
模
造
紙
に
地
図
を
描

き
、
写
真
や
コ
メ
ン
ト
を
貼
り
付
け
、
危
険
箇
所
や
安
全
箇
所
を
色
分

け
す
る
。
子
ど
も
た
ち
同
士
は
初
対
面
な
が
ら
、
お
互
い
に
協
力
し
な

が
ら
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
進
め
る
。
河
野
地
区
を
担
当
す
る
班
は「
自
分
た

ち
は
、
危
険
な
場
所
よ
り
も
役
に
立
つ
場
所
に
重
点
を
置
い
て
ま
と
め
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ま
し
た
。
災
害
が
少
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
の
地
域
で
も
、
実
際
に

歩
い
て
み
る
と
至
る
と
こ
ろ
に
防
災
設
備
が
備
え
ら
れ
、
住
民
の
皆
さ

ん
の
防
災
意
識
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
」と
発
表
。

　
参
加
者
の
一
人
、
小
学
生
の
松
原
く
ん
は「
井
戸
の
ポ
ン
プ
を
手
押
し

す
る
と
徐
々
に
透
明
な
水
が
出
る
の
が
印
象
に
残
っ
た
。
将
来
は
消
防

団
に
入
り
た
い
」と
意
欲
的
だ
。
大
学
生
の
谷
淵
さ
ん
は「
西
日
本
豪
雨

の
被
災
経
験
を
き
っ
か
け
に
防
災
士
の
資
格
を
取
得
し
、防
災
リ
ー
ダ
ー

ク
ラ
ブ
の
活
動
に
参
加
し
て
い
る
。
今
後
は
Ｉ
Ｔ
業
界
の
シ
ス
テ
ム
分

野
で
、
防
災
活
動
の
経
験
を
生
か
し
て
い
き
た
い
」と
話
す
。

　
松
山
市
で
は
、
平
成
17
年
か
ら
一
定
の
要
件
を
満
た
す
人
に
、
防
災

士
資
格
取
得
費
用
を
全
額
公
費
負
担
と
す
る
全
国
初
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
平
成
26
年
か
ら
は
愛
媛
大
学
と
連
携
し
、
地
域
住
民
や
大
学
生

の
防
災
士
を
養
成
す
る
な
ど
、
地
域
防
災
を
担
う
人
材
を
育
成
し
、
こ

れ
ま
で
に
１
万
人
以
上
が
防
災
士
資
格
を
取
得
し
て
い
る
。
平
成
30
年

７
月
の
西
日
本
豪
雨
災
害
を
契
機
に
、様
々
な
世
代
や
職
域
に
防
災
リ
ー

ダ
ー
を
育
成
す
る
必
要
性
が
認
識
さ
れ
、
令
和
元
年
に
愛
媛
大
学
に「
松

山
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
セ
ン
タ
ー
」が
発
足
し
、「
全
世
代
型
防
災
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
毎
年
５
０
０
名
の
防
災
士
養
成
講
座
の

開
講
、
大
学
生
が
参
加
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体「
防
災
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
」の

結
成
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
を
対
象
と
し
た
ジ
ュ
ニ
ア
防
災
リ
ー

ダ
ー
ク
ラ
ブ
の
発
足
、
年
間
延
べ
約
10
万
人
の
市
民
が
参
加
す
る
地
域

防
災
活
動
の
指
導
者
養
成
な
ど
、
防
災
教
育
を
通
じ
た
人
材
育
成
と
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
回
の「
防
災
ま
ち
歩
き
」で
は
、
北
条
地
区
の
自
主
防
災
組
織
や
消

防
団
の
方
々
が
、
子
ど
も
た
ち
の
輪
に
入
り
、
優
し
く
、
熱
意
を
も
っ

て
地
域
の
こ
と
を
伝
え
て
い
る
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。
開
催
前
に
、
松

山
市
役
所
市
民
防
災
安
全
課
の
竹
場
さ
ん
や
中
山
さ
ん
は
何
度
も
現
地

を
訪
れ
、
自
主
防
災
組
織
や
消
防
団
の
方
々
と
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
て
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き
た
と
い
う
。

　
防
災
と
地
域
と
の
連
携
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
セ
ン
タ
ー
の
事
業

に
専
従
す
る
愛
媛
大
学
防
災
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
の
中
島
さ
ん
は
、「
ど

ん
な
取
り
組
み
も
継
続
し
て
い
く
こ
と
、
顔
が
見
え
る
関
係
を
築
く
こ

と
が
大
切
」と
挙
げ
る
。
平
成
30
年
の
西
日
本
豪
雨
災
害
で
大
き
な
被
害

を
受
け
な
が
ら
１
人
の
犠
牲
者
も
な
か
っ
た
松
山
市
高
浜
地
区
で
は
、

日
頃
か
ら
の
防
災
研
修
の
成
果
に
よ
り
地
域
住
民
同
士
の
連
携
と
声
掛

け
が
で
き
る
関
係
が
あ
っ
た
と
い
う
。
行
政
と
地
域
住
民
の
連
携
に
つ

い
て
も
、
例
え
ば
自
主
防
災
組
織
か
ら
の
要
望
に
応
え
て
行
政
職
員
が

地
域
の
会
議
に
参
加
し
て
話
を
す
る
な
ど
、
日
頃
か
ら
信
頼
関
係
を
築

く
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
。

　
ま
た
、
今
回
の
防
災
ま
ち
歩
き
の
よ
う
に
、
防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
中
で
も
、「
子
ど
も
た
ち
」に
焦
点
を
当
て
る
意
義
に
つ
い
て
は
、「
将

来
に
わ
た
り
活
躍
す
る
地
域
防
災
の
担
い
手
を
作
る
こ
と
を
目
標
に
し

て
い
る
」と
言
う
。

　
代
表
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
松
山
市
立
の
中
学
１

年
生
約
４
０
０
０
名
全
員
が
参
加
す
る
、
災
害
時
の
自

分
や
家
族
の
避
難
行
動
を
決
め
る「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
」作
成
授
業
の
実
施
が
あ
る
。
授
業
を
受
け
た
生

徒
は
さ
ら
に「
と
ど
け
！
命
の
は
が
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
も
取
り
組
み
、
自
分
の
家
族
や
大
切
な
人
に
向
け
て

授
業
で
学
ん
だ
自
然
災
害
か
ら
命
を
守
る
大
切
さ
を
は

が
き
に
書
い
て
送
る
。
家
庭
や
地
域
で
防
災
に
つ
い
て

考
え
る
最
良
の
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
災
害
時
に
自
分
自
身

が
率
先
し
て
行
動
で
き
る
子
ど
も
が
増
え
て
い
く
。
５
年

後
10
年
後
に
は
、
今
後
の
防
災
ま
ち
づ
く
り
の
中
核
と

な
る
子
ど
も
た
ち
が
地
域
で
活
躍
す
る
姿
が
見
ら
れ
る

に
違
い
な
い
。
地
域
の
防
災
力
向
上
と
地
域
の
絆
を
深
め

る
取
り
組
み
と
し
て
、こ
れ
か
ら
も
注
目
し
て
い
き
た
い
。
【連絡先】 松山防災リーダー育成センター

メール：info@matsuyama-bltc.com
URL：matsuyama-bltc.com/about/
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